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八
世
紀
後
半
に
は
「
長
岡
京
」

が
当
時
の
日
本
の
都
と
し
て
置

か
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

市
域
に
は
恵
解
山
古
墳
を
は

じ
め
多
く
の
古
墳
群
、
乙
訓
寺

や
長
岡
天
満
宮
等
の
神
社
仏
閣

が
点
在
し
、
古
い
歴
史
と
文
化

を
感
じ
さ
せ
る
ま
ち
で
す
。 

   

神
足
遺
跡 

 

今
か
ら
一
万
一
千
年
前
の
旧 

石
器
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で

の
複
合
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
。 

出
土
物
に
は
、
石
鏃
、
石
剣
、

石
包
丁
、
石
斧
な
ど
の
石
器
類

や
、 

壷
、
甕
、
高
杯
、
鉢
な
ど

の
土
器
類
が
大
量
に
見
つ
か
っ

て
い
る
。
今
は
小
学
校
の
校
庭
。 

 
 

土
塁
・
空
堀 

 

神
足
神
社
の
参
道
横
は
竹
藪

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
案

内
板
が
あ
り
、
土
塁
・
空
堀
が

残
っ
て
い
て
、
一
部
横
矢
掛
の

土
塁
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
土

塁
と
空
堀
は
、
勝
龍
寺
城
の
外

郭
の
一
部
で
、
神
足
城
（
神
足

屋
敷
）
を
勝
龍
寺
城
築
城
に
際

し
て
曲
輪
の
一
部
と
し
て
取
り

込
ん
だ
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

案
内
板
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

発
掘
調
査
で
神
社
の
東
側
（
現

在
消
滅
）
に
も
土
塁
と
空
堀
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。 

 
 

神
足
神
社 

 

こ
の
神
社
は
、
旧
神
足
村
の

産
土
神

で
あ
り
、

延

暦

15

年

（796

）

創
立
と

伝
え
る

古
社
で
、
第
55
代
・
文
徳
天
皇

の
斉
衡
元
年
（854

）
に
国
の
官

社
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

又
、「
延
喜
式
」
に
あ
る
式
内

社
の
一
つ
で
あ
る
。 

祭
神
は
「
舎
人
親
王
で
、「
日

本
書
記
」
を
編
纂
し
た
こ
と
で

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

駅
伝
の
神
さ
ま
と
し
て
紹

介
も
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

勝
竜
寺
城
公
園 

勝
龍
寺
城
は
、
南
北
朝
時
代

の
暦
応
2
年
（1339

）
北
朝

方
の
前
線
基
地
と
し
て
細
川

頼
春
が
築
い
た
と
さ
れ
、
元
亀

2
年 

（1571

）
織
田
信
長
の

命
を
受
け
た
城
主
細
川
藤
孝
が

改
修
を
行
い
、
二
重
の
堀
と
土

塁
を
設
け
た
。
水
の
溜
ま
っ
た

形
跡
が
無
く
空
堀
と
み
ら
れ
る
。 

天
正
6
年
（1578

）
明
智

光
秀
の
娘
、
玉
（
後
の
ガ
ラ
シ

ャ
夫
人
）
が
細
川
忠
興
に
嫁
い

だ
城
で
、
後
年
の
山
崎
の
合
戦

で
は
光
秀
が
こ
こ
に
本
陣
を

構
え
ま
し
た
。 

 

鉄
砲
の
時
代
に
対
応
し
た

先
駆
的
な
築
城
技
術
を
用
い

た
城
で
、
我
が
国
の
城
郭
史
上

で
も
貴
重
な
モ
ノ
で
あ
る
こ

と
が
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
跡
地
が
管
理
棟
（
資
料

展
示
室
）、
櫓
や
庭
園
な
ど
を

備
え
た
都
市
の
公
園
の
姿
で

復
興
し
ま
し
た
。 

現
在
は
勝

竜
寺
公
園
と
し
て
、
本
丸
と
沼

田
丸
が
発
掘
の
結
果
に
基
づ

い
て
復
元
さ
れ
て
い
る
。 

 

城
の
心
臓
部
に
あ
た
る
本

丸
は
東
西
約
１
８
０
ｍ
、
南
北

７
０
ｍ

で
そ
の

周
囲
に

は
水
を

湛
え
た

幅
広
い

堀
が
造

ら
れ
そ

の
内
側

に
高
く
盛
り
上
げ
た
土
塁
を

巡
ら
し
て
い
る
。 

土
塁
の
裾
に
は
石
垣
が
築
か

れ
て
い
た
。 

城
門
は
、
材
料
を
含
め
原
型
に

復
元
さ
れ
て
い
る
。     

 
 

勝
龍
寺 

 

平
安
時
代
初
期
の
大
同
元

年
（806

年
）、
空
海
が
建
立
。

当
時
は
空
海
が
長
安
の
青
龍

寺
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
青
龍

寺
と
呼
ば
れ
た
。 

 

大
干
ば
つ
大
飢
饉
の
歳
に

千
観
上
人
の
祈
と
う
で
雨
が

降
り
、
龍
神
に
勝
っ
た
と
い
う

意
味
か
ら
勝
龍
寺
と
さ
れ
た
。 

 

鐘
楼
の
鐘
は
大
阪
の
陣
の

ど
さ
く
さ
で
持
ち
去
ら
れ
、
後

に
淀
川
で
発
見
、
そ
の
後
転
々

と
し
今
は
大
阪
府
の
指
定
文

化
財
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

境
内
に
は
、
ぼ
け
封
じ
観
音

「
ぼ
け
封
じ
近
畿
十
楽
観
音

霊
場
の
一
つ
」
が
あ
る
。 

 
 

中
山
修
一
記
念
館 

長
岡
京
は784

年
に
平
城
京

か
ら
遷
都
し
た
大
き
な
都
で

す
。都
で
あ
っ
た
期
間
は
１０
年

と
短
く
、
謎
も
多
か
っ
た
の
で
、

長
い
間
「
幻
の
都
」「
未
完
の

都
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

中
山
修
一
先
生
は
、「
長
岡

京
」
の
歴
史
的
解
明
に
生
涯
を

捧
げ
、
そ
れ
ま
で
文
献
上
の
存

在
だ
っ
た
「
幻
の
都
」
長
岡
京

が
実
在
し
た
こ
と
を
初
め
て

証
明
し
ま
し
た
。 

 
も
し
こ
の
発
掘
調
査
が
１０

年
遅
れ
て
い
た
ら
都
市
化
の

波
に
押
さ
れ
実
証
で
き
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
記
念
館
は
、
先
生
の
ご

遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
生
家

の
一
部
を
利
用
し
、
先
生
の
足

跡
や
研
究
成
果
・
長
岡
京
に
つ

い
て
、
学
べ
る
よ
う
に
整
備
し

た
記
念
館
で
す
。  

 

先
生
は 

幾
多
の
苦
難
を

乗
り
越
え
、
遺
跡
の
調
査
・
研

究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
保
存
運
動

の
先
頭
に
立
つ
な
ど
そ
の
行
動

力
と
温
か
い
人
柄
は
多
く
の
人

び
と
か
ら
「
長
岡
京
発
掘
の
父
」

と
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 
 

サ
ン
ト
リ
ー 

 
 

京
都
ビ
ー
ル
工
場 

 

仕
込
み
に
使
わ
れ
る
巨
大

な
釜
に
触
れ
た
り
、
沸
き
上
が

る
麦
汁
の
様
子
を
缶
の
覗
窓

か
ら
見
た
り
、
工
場
の
見
学
ル

ー
ト
の
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
1

分
間
に
千
五
百
本
生
産
す
る

世
界
最
速
レ
ベ
ル
の
缶
ビ
ー

ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ラ
イ
ン
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 













 
 

★
今
回
は
「
長
岡
京
市
ふ
る
さ

と
ガ
イ
ド
の
会
」
の
郷
地
さ
ん

と
乾
さ
ん
に
ご
案
内
頂
き
、
有

り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 

長
岡
京
市 

 

幻
ま
ぼ
ろ
し

か
ら
現

う
つ
つ

の
都
の
ロ
マ
ン
を
尋
ね
る 

大
塚
地
区 

：

長
岡
京
市 
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Ⅴ.G  
き

 

り ん

 だ よ り  

 

９月度行事予定 
“淀川を知り、京街道の宿場町を散策：枚方市” 

月  日：平成１９年９月２０日（木）   １２：４０集合 
集合場所：阪急高槻駅京阪バス枚方行乗り場 １２：４５発 
順  路：枚方公園口下車→郵便屋渡しの碑→鍵屋資料館 → 
 船番所跡→浄念寺→本陣跡→淀川資料館→枚方市駅バス停 
 枚方観光ボランティアガイドの方に案内して頂く予定です 

 

10月度行事予定 
       “歴史の散歩道：上牧地区”  
月  日：平成１９年１０月１８日（木）  
集合場所：阪急上牧駅 改札出口 １３：００集合 
順  路: 阪急上牧駅→本澄寺・三好達治記念館→春日神社  
         →鵜殿葭の原碑→道鵜町（バス停）→ＪＲ 高槻駅 
       本澄寺では、住職さんに説明して頂く予定です 
 枚方観光ボランティアガイドの方に案内して頂く予定です 

 


